
沿線のビジョン

「モノレール沿線まちづくり構想素案」（概要版）

Ⅰ 構想策定の概要

Ⅱ 沿線の現状と課題

Ⅲ モノレールの特性と期待される人やまちへの効果

Ⅳ 目指す沿線のビジョン

構想策定の目的

構想の位置づけ

多摩市、町田市における
上位計画・関連計画

国・東京都の
関連計画

モノレール沿線まちづくり構想

具体化

即す

多摩都市モノレール延伸の概要

町田駅

町田高校

町田市民病院

木曽山崎団地地区

桜美林学園

小山田桜台団地
日大三高

野津田公園

ＪＲ横浜線 小田急小田原線

京王相模原線

小田急多摩線

多摩都市モノレール

多摩センター駅

相模原市

町田市

多摩市
東京都は、2019年
（令和元年）より検
討を行い、2021年
（令和3年）に延長
約16kmの延伸ルー
ト※を選定しました。

 

図 沿線市の土地利用の特徴 

●●モノレール延伸ルート 

輸送力の向上

定時性・速達性の向上

環境にやさしい

乗り換えなしで行き来

新たに駅が整備

モノレールの特性

など

「移動の利便性」に係る効果

〇移動がしやすく、快適になる
〇心理的、時間的な負担が軽減し、移動が
しやすくなる
〇駅利用者の利便性が高まる

期待される人やまちへの効果

「暮らしやすさ・過ごしやすさ」に係る効果

〇都市間交流が進み、地域全体が発展する
〇移動の信頼性が高まり、住む場所として
の価値や、訪れたい場所としての安心感が
高まる
〇駅周辺において、新たな人の流れや都市
機能の集積が起こる など

第Ⅱ章で整理した「沿線地域の課題」を解消するとともに、第Ⅲ章「モノレールの特性と期待
される人やまちへの効果」を踏まえて、目指す沿線のビジョンを定めました。

モノレール沿線地域において、多摩市、町田市両市の基本構想で掲げるまちの姿を実現す
るためにモノレールは必要不可欠な都市インフラであり、モノレールが走るまちの将来像や
その実現に向けたまちづくりの方向性、段階的な取組方針を明らかにする。

※主なものを掲載

町田駅周辺

誰もがモノレールやバスなど公共交通を気軽
に利用できて目的地までアクセスしやすい

住まいが幅広い多世代のニーズに
対応している

多摩センター駅や町田駅周辺の魅力が
高まり、にぎわいがあふれている

『みんなが安心して快適に住み続けられる
わたしの“ココチよさ”がかなうまち』

「暮らしやすさ・
過ごしやすさ」
に係る課題

「移動の利便性」に
係る課題

「暮らしやすさ・
過ごしやすさ」を
向上させる施策

「移動の利便性」を
高める施策

「暮らしやすさ・
過ごしやすさ」を
向上させる施策

「移動の利便性」を
高める施策

展開

モノレール事業化決定までに
進めるまちづくり

モノレール事業化決定後に
進めるまちづくり

解消

ビジョン実現に向けたまちづくりの進め方

まちの回遊しやすさと
回遊の楽しさの向上

商業の更なる魅力向上

みどり、憩いの空間の更新

まちの魅力を向上させる
都市機能の誘導

まち全体の回遊性の向上や
賑わいの広がり

沿線が暮らしやすい・過ごしやすい

沿線の移動の利便性が高い

：「暮らしやすさ・過ごしやすさ」に係る課題

：「移動の利便性」に係る課題

みどり

みどり（里山・緑地等）
の活用

住まい

良好な住まいづくり

子育てしやすい環境づくり

団地の魅力向上

など

移動の利便性（バス）

バス網の維持・発展

バスの定時性確保

反映

多摩センター駅周辺

地域の特性に合わせて、都市機能が
バランスよく整っている

誰でも気軽にみどりにふれることができ、
みどりを活かした交流が生まれている

※ルート検討委員会検討結果では、収支採算性の更なる精査等の結果によっては、
他のルート案をあらためて検討することもあるとされています。
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多摩センター駅周辺

多摩ニュータウン

北部丘陵地域

木曽山崎団地地区

町田駅周辺

忠生地域

（構想策定後～事業化決定）

事業性の
検証 事業化を

図る判断

調
査
設
計

軌道法に
基づく手続き

事業化
決定

開
業

取組①町田駅周辺の再開発促進、新たな都市機能の導入

取組②町田駅周辺公園等の再整備

取組⑩町田駅周辺のウォーカブル推進

取組②多摩センター駅周辺公園等の再整備

取組⑨多摩センター駅周辺の「つかいたくなる街」の
推進、新たなにぎわいの創出

取組③団地の再生

取組⑫既存ストックの活用

取組③団地再生の推進

取組③団地再生の推進

取組⑬スポーツによるまちづくりの推進

取組⑫既存ストックの活用

取組⑬スポーツによるまちづくりの推進

取組⑪みどり空間の持続的な活用

取組⑪みどり空間の持続的な活用

取組⑫既存ストックの活用

取組⑥新たな土地の利活用

取組⑥新たな土地の利活用

エリア全般

取組⑤公共施設や公共サービスの相
互利用

取組⑧新たな事業へのチャレンジ支援、
多様な働き方の推進

取組③団地再生の推進

取組⑦南多摩尾根幹線沿線の土地の利活用

取組①公共交通網の再編・交通広場の整備

取組②自転車ネットワークの整備

取組③「小さな・ゆったりとした」交通の育成

暮らしやすさ・過ごしやすさを向上させるエリアごとの取組

移動の利便性を高める取組

取組④モノレール沿線の景観づくり

取組⑥新たな土地の利活用

事業性
の精査

関係者
で方策
を検討

※

※課題がある場合

（事業化決定～開業） （開業後）立地適正化計画の策定

地域公共交通に関する計画の策定

多摩センター駅を中心にまち
なかや公園など街をつかう人
や楽しんで歩く人など多くの
人でにぎわうエリア

多摩センター駅のにぎわいと
まとまったみどりに挟まれた
魅力ある住まいのエリア

買い物や飲食、憩い、働く、さらに
エンタテインメントなど様々な魅力
が集積し、広域拠点として多くの人
が集い、にぎわうエリア

みどりを活かした活動や交流、文化、
スポーツなど非日常を体験できるエリア

（陸上競技場の利活用）

（新たなにぎわいの拠点）

（個性的で魅力ある商店街）

（地域内外の人が集う

交流施設）

沿線ビジョンのイメージ図（モノレールによるエリアのつながりと各エリアの将来イメージ）

桜美林学園

芹ヶ谷公園

町田市民病院

町田高校

町田山崎団地・
町田木曽住宅

町田薬師池公園
四季彩の杜

小山田桜台
団地 日大三高

桜美林大学
（東京ひなたやま
キャンパス）

忠生スポーツ公園

小山田
蓮田緑地

小野路宿里山交流館

パラスポーツ
を推進する
アリーナ

一本杉公園

（みどりを感じながら
テレワーク）

（フットパス等みどりを楽しむ）

（新たなエンタテインメント）

（多様な働き方に
対応した働く場）

（多世代が住みながら交流）

（子育てしやすい環境）

（つかいたくなる街の実現）

（団地内外のにぎわい）

野津田高校

町田駅

多摩センター駅

小山田緑地

ゆとりある環境の中で子育
てやテレワーク、余暇とし
て運動、スポーツなど健康
的な活動ができ、多くの交
流が生まれるエリア

高齢者や子育て層、若い単
身者など多世代が住み、新
たなにぎわいの拠点として
多くの人が集まるエリア

Ⅴ ビジョンを実現するための施策

多摩中央公園
多摩中央図書館

パルテノン多摩

桜美林大学
（多摩キャンパス）

町田市バイオエネルギーセンター
町田市立室内プール、温浴施設

東京医療
学院大学

構想策定後～事業化決定 事業化決定～開業 開業後

各取組について、それぞれの段階で取組む内容を示しています。

（新たな交流が生まれる公園）
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策定した取組の推進

Ⅵ 開業までのプロセス

導入空間となる道路の設計深度化・関係者協議

策定した取組の実現

構
想
策
定

整
備

都市計画法に
基づく手続き

（陸上競技場の多目的利用）

野津田公園陸上競技場
（町田GIONスタジアム）

取組⑬スポーツによるまちづくりの推進




